
開催日 ７　月　２３　日　（木）

分野 多文化共生

講
座
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異文化コミュニケーション
－相互理解と協働の地盤づくり－

講
師

環境生活部　ダイバーシティ社会推進課　多文化共生班　国際交流員
ハシモト　マリナ（はしもと　まりな）さん

　ニカンダー　ケイン（にかんだー　けいん）さん
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◆概要
　外国人住民の増加が進む中、多様な文化や価値観を持つ人々とコミュニ
ケーションを取る機会が増えています。本講演では、外国人住民と接する
際に生じる文化や習慣の違いを踏まえながら、それらを乗り越え、円滑か
つ効果的にコミュニケーションを図るためのヒントを探ります。世界における
様々なコミュニケーションの特徴に触れ、相互理解を深めるための視点を
提示します。さらに、１つのコミュニケーション手法として、「やさしい日本
語」についても紹介します。

◆講師紹介
 ハシモトマリナ：長野県出身日系ブラジル人。１２歳まで日本で在住し、小
学校を卒業後ブラジルへ帰国。大学卒業後、在サンパウロ日本国総領事館
で２年間勤務。
　２０２４年４月から、三重県ダイバーシティ社会推進課にて国際交流員とし
て、自らの経験を踏まえながら多文化共生の実現に取り組んでいる。

　ニカンダーケイン：オーストラリア出身の国際交流員。高校在学中に富山
県へ１年間留学し、大学在学中には京都府にて１年間留学するなど、さまざ
まな視点から日本で経験を重ねてきました。
　現在は三重県ダイバーシティ社会推進課にて国際交流員として勤務し、
JETプログラム参加者（ALT）の支援業務等に従事しています。

分野 部落差別（同和問題）
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部落問題を通して考える日常の中の差別

講
師

BURAKU HERITAGE
 上川　多実（かみかわ　たみ）さん
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◆概要
   差別が良くないということは社会の多くの人が認識しているにもかかわら
ず、この社会からなかなか差別がなくなっていかないのはなぜなのか、日
常の中に当たり前に存在している差別を例に挙げながら考えていきます。

◆講師紹介
　関西の被差別部落出身の両親のもと、東京の部落ではない地域で生まれ
育つ。「わたし」から始まる「部落」の情報発信サイトBURAKU HERITAGEの
運営メンバーの一人で、現代の見えづらい部落問題について発信をしてい
る。
単著に『〈寝た子〉なんているの？ 見えづらい部落差別と私の日常』里山社
共著に『部落の私たちがリモートで好き勝手にしゃべってみた』解放出版社

【会　　場】三重県人権センター　１階　多目的ホール
１．下記申込フォームへアクセスまたは携帯電話等で二次元コードを読み取る。
２．必要事項を入力のうえ送信をしてください。
※メールアドレス（任意）をご入力いただきますと申込完了通知が送付されます。
（お申込み後の変更やキャンセルの場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。）

（申込フォーム）
https://logoform.jp/form/8vMX/1542544 　　                             （申込用二次元コード）

【申込方法】

2026年度第Ⅰ期『人権に係わる相談担当者等スキルアップ講座』
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三重県人権センター　　（０５９－２３３－５５０５）

https://logoform.jp/form/8vMX/1542544

